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 熊本地震から２年半が経過しました。生

活再建に向けたお悩みや暮らしや福祉に

関わる相談を多く受けます。 

 暮らしの声や市政へのご意見など、なん

でもお聞かせください。 

地震により解体となった「東区生活相談所」が、新生 2

丁目に再出発しました。どうぞ気楽にお立ち寄りくださ

い。  

場所：東区新生 2 丁目 5-18 ハイツふかだ１階南側 

電話： 368-6645 368-6648  FAX： 368-6648 

 

暮らし・教育・医

療・生活保護など、

お困りがあれば何

でもご相談くださ

い。弁護士による無

料法律相談も毎月

行っています。 

 保護者や学校関係者からも強い要望のあっ

た小中学校の普通教室へのエアコン設置が、夏

休みを前に完了しました。特に暑かった今年の

夏。学校関係者や保護者からも「ほんとうによ

かった」と喜びの声が寄せられています。 

 教室の温度が３５℃を超えるなど、こ

れまでも普通教室へのエアコン設置は急

務の課題でした。エアコンが設置された

ことで、「給食の残菜がずいぶん減りまし

た」「体育のあとなど授業に集中できるよ

うになりました」など、学校関係者から

は喜びの声が多く寄せられています。 

 引き続き、理科室など特別教室への設

置を求めて、力を尽くします。 

 初当選以来、小中学校の普通

教室へのエアコン設置につい

ては、繰り返し議会で取り上げ

てきました（０７年９月議会、

０８年９月議会、１３年１２月

議会、１４年１２月議会など）。  

子どもたちのよ

り良い教育環境

整備にむけ、引

き続き頑張りま

す。 

  

 震災を受けたのち、大西市長は熊本城ホール整備など桜町再

開発を復興の柱の一つに据えました。 

 しかし、その一方で、自宅を再建できずに厳しい生活を余儀

なくされている方、国民健康保険料が払えず悩んでいる方、介

護保険料の負担に苦しんでいる方など、少なくない苦しみを感

じながら生活を送っている方が多くいらっしゃいます。 

◆ 国民健康保険料の引き下げや減免制度の拡充 

◆ 介護保険料の軽減、サービスの拡充 

◆ さくらカードをよりよい制度へ 

◆ 震災被災者の支援強化や一部損壊世帯への支援 

など、切実な声を引き続き市政へ届けてまいります。 


